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生ごみ処理機を
利用しませんか！

　生ごみは、家庭から排出される可燃ごみのおよそ半分を占めています。

　生ごみ処理機は生ごみを減らすだけでなく、ごみ袋を使う枚数も減らせて、

地球環境にやさしく、しかもお得になるというスグレものです。

●生ごみ処理機
　購入金額の1/2（100円未満切り捨て）を助成します。
　上限金額・・・電動式18,000円、非電動式3,000円
　※１世帯に１基まで

●生ごみ堆肥化容器（コンポスト）
　購入金額の一部または全部を助成します。
　上限金額・・・3,000円
　※１世帯に２基まで

申請から助成まで
①購入前に清掃課で申請をしてください。
②申請後、30日以内に購入してください。
③購入後、領収書（販売証明書）・製品保証書・振込先口座番号等のわかるもの・

印鑑を持参のうえ、清掃課で請求手続きをしてください。
④市から決定通知書を送付し、指定口座に助成金額を振り込みます。

古紙配合率70％再生紙を使用しています

生ごみの堆肥化講習会に参加してみませんか！！ 生ごみ処理機等の購入費を助成しています！！

現在、生ごみ処理機を
使用していますか？

お使いのタイプは？

処理後に残ったものは
どうしていますか？

生ごみ処理機等を
購入した理由は？
（複数回答可）

その他…10人利用してみて
よかったことは
ありますか？
（複数回答可）

こんな意見もいただきました。こんな意見もいただきました。
○野菜くずはほとんど処理している。

○ごみに対する意識が変わった。

○もっと広く知らせ普及してほしい。

※平成22年度～平成26年度にこの助成制度を利用して生ごみ処理機・堆肥化容器を購入された方々を対象に行ったアンケートの結果です。

（平成27年10月実施　調査対象者103名、回答数75通、回答率72.8%）

※ディスポーザ型は対象になりません。
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　市では年間10回程度、生ごみ堆肥化講習会を開催しています。
　生ごみからつくった堆肥を野菜・植物の栽培に利用してみませ
んか。皆さまのご参加をお待ちしています。

参加費用は
無料です

バイオ型
生ごみ処理機
（電動）…3人

バイオ型生ごみ処理機
（手動）…3人

コンポスト
容器…19人

無回答…1人

乾燥型
生ごみ処理機
（電動）…51人

ごみを出す
回数が
減った…11人

堆肥利用できて
よかった…30人

生ごみが減った
…62人

使うごみ袋の量が
減った…32人

市の助成制度
…41人

その他…8人

利用者から
勧められた
…2人

ごみ減量に
関心があった
…58人

堆肥利用
するため
…28人

無回答…2人

堆肥利用と
ごみ処理両方
…12人

その他…4人

堆肥として
利用…29人

燃やせるごみ
として処理…28人

無回答…2人いいえ…10人

はい…63人

※コンポストと乾燥型生ごみ処理機の
　両方と回答した２名を含む


